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中央公民館広報紙 

No.189 

中央公民館だより 

ながと日本語クラブ 
「日本文化体験」 

桜満開の春
から初夏へ 
 
季節を彩る
風景も移り
変わって 
いきます 

湯本温泉 音信川  
きらきら橋（いちのせ橋）からの桜 



 

 

   

新
・伝
え
た
い 

「ふ
る
さ
と
深
川
」５ 

 
 

『大
寧
寺
の
開
山 

石
屋
真
梁
』 

名前はミーちゃん、賢い猫です。 

毎晩いっしょに寝ています！ 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R5年 4月 1日現在） 

5,950 

5,652 

6,523 

12,175 

（+13） 

（-24） 

（-28） 

（-52） 

中央公民館５月の行事予定 
編
集
後
記 

▼
４
月
８
日
か
ら
公
民
館

裏
の
つ
ば
め
の
巣
で
親
鳥
が

卵
を
抱
き
始
め
ま
し
た
。
約

２
～
３
週
間
く
ら
い
で
孵
化

す
る
と
の
こ
と
。
し
ば
ら
く

は
公
民
館
も
賑
や
か
に
な

り
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
裏

の
通
路
は
フ
ン
爆
弾
が
ば
ら

ま
か
れ
ま
す
。
今
年
も
元

気
に
巣
立
っ
て
来
年
も
来
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
（敬
） 

 タ
ク
ト
振
り
つ
つ
双
蝶
の
ハ
ネ
ム
ー
ン 

山
田 

耕
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 藪
椿
落
ち
て
日
向
の
金
の
蘂 

 
 

 
 

佐
貫 

勝
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 雨
上
が
り
黄
の
煌
め
き
の
花
菜
園 

 
 

吉
村 

佳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
月
の
う
た 

 

大
寧
寺
で
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
五
月
十
日
（
水
）
、
十
一
日
（
木
）
に
「
御

開
山
さ
ま
」
石
屋
真
梁
の
六
百
回
大
遠
忌
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
大
寧

寺
の
開
山
（寺
院
を
開
創
し
た
僧
侶
）で
あ
る
石
屋
真
梁
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

石
屋
真
梁
は
、
九
州
南
部
を
支
配
し
て
い
た
島
津
氏
の
一
族
で
あ
る
伊
集
院
氏

の
出
身
で
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
に
薩
摩
国
（
現
在
の
鹿
児
島
県
西
部
）
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
若
く
し
て
南
禅
寺
（
京
都
府
）の
蒙
山
智
明
（
一
二
九
二
～
一
三
六
六
）

の
も
と
で
仏
門
に
入
り
、
初
め
は
寂
室
元
光
（
一
二
九
〇
～
一
三
六
七
）
ら
臨
済
宗

の
禅
僧
に
学
び
ま
し
た
が
、
曹
洞
宗
永
澤
寺
（
兵
庫
県
）
の
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二

～
九
一
）
に
師
事
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
に
妙
円
寺
（
鹿
児

島
県
）
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
福
昌
寺
（
鹿
児
島
県
）
の
開
山
と
な
る
な
ど
、

曹
洞
宗
を
西
日
本
に
広
め
る
た
め
尽
力
し
ま
し
た
。 

応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
、
総
持
寺
（
石
川
県
）
か
ら
福
昌
寺
へ
の
帰
途
に
あ
っ

た
石
屋
真
梁
は
、
深
川
城
主
鷲
頭
弘
忠
（
？
～
一
四
四
八
）
に
招
か
れ
て
康
福
寺

（の
ち
の
大
寧
寺
）の
開
山
と
な
り
ま
す
。
大
寧
寺
の
開
創
は
応
永
十
七
年
（一
四
一

〇
）
と
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
深
川
城
の
城
内
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に
整

備
が
進
ん
で
康
福
山
大
寧
護
国
禅
寺
と
改
称
、
さ
ら
に
大
規
模
な
伽
藍
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
現
在
地
に
移
転
さ
れ
て
瑞
雲
山
大
寧
護
国
禅
寺
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。 石

屋
真
梁
が
応
永
三
十
年
（一
四
二
三
）
五
月
十
一
日
に
永
澤
寺
で
没
し
た
後
、

大
寧
寺
は
彼
の
弟
子
で
あ
る
智
翁
永
宗
ら
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
室
町
～

江
戸
時
代
に
か
け
て
多
く
の
末
寺
を
持
ち
、
「西
の
高
野
」
と
称
え
ら
れ
た
大
寧
寺
、

そ
の
礎
を
築
い
た
人
物
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

 
詰
め
込
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
の
愚
痴
忘
れ
て
た 

花
に
囲
ま
れ
友
に
囲
ま
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

 

裸
木
は
春
を
纏
い
て
あ
っ
と
い
う
間
に 

新
た
な
る
緑
を
生
み
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
田 

由
美 

 

早
々
に
不
在
者
投
票
県
議
選 

 
 

 
 

 

市
民
代
表
あ
な
た
で
い
い
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
冨 

成
子 

リトミックであそぼう 

ｷｯｽﾞｴｸｻｻｲｽﾞ（３B体操） 

わくわく土曜塾（開講式） 

青少年育成市民会議 
 深川支部 理事会・総会 

わくわく土曜塾（いも苗植え） 

わ
が
家
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン 

～
ペ
ッ
ト
編
～ 

10・24（水） 

20（土） 

13（土） 

16（火） 
 

20（土） 

 



 

 

 

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

４
月
10
日
（
月
）
、
深
川
地
区
の
小
・
中
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
新
た
に
向
陽
小
学
校
に
は
３
名
、
深
川
小

学
校
に
は
66
名
、
深
川
中
学
校
に
は
91
名
、
深
川
地

区
で
計
160
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。(

前
年
比

-31) 

 

こ
れ
か
ら
新
た
な
学
び
舎
で
元
気
い
っ
ぱ
い
学
校
生
活

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
は
家
庭
で
育
つ
、
学
校
で
育
つ
、
そ
し
て
地
域

で
育
つ
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を

地
域
の
皆
様
方
と
共
に
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

深
川
友
愛
学
級 

～
桜
満
喫
in
萩
～ 

３
月
26
日
（
日
）
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
日
本
文

化
体
験 

着
物
を
着
て
楽
し
も
う
」
が
湯
本
温
泉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
着
付
け
の
指
導
に
は
、
和
裁

士
山
口
県
支
部
長
で
、
当
館
で
は
「
ち
く
ち
く
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
藤
井
鈴
枝
さ
ん
が
担
当
さ
れ

ま
し
た
。
外
国
の
お
方
々
に
と
っ
て
直
接
日
本
文
化
に

触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
湯
本
温
泉
街
を

春
を
体
感
し
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
く
、
楽
し
い
時
間
を
す

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ 

～
日
本
文
化
体
験
～ 

 

【
向
陽
小
学
校
】 

【深
川
小
学
校
】 

【深
川
中
学
校
】 

萩明倫学舎 

萩八景遊覧船 萩城跡指月公園 

昔懐かしの木机教室 

自然とこぼれる笑顔、笑顔！ 

３
月
28
日
（火
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
と
な
る
バ
ス

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
萩
明
倫

学
舎
→
萩
八
景
遊
覧
船
→
萩
城
跡
指
月
公
園
（
昼

食
）
→
阿
武
道
の
駅
で
し
た
。
行
楽
日
和
に
加
え
、
桜

満
開
の
絶
好
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
恵
ま
れ
、
春
を
全
身
で

満
喫
で
き
た
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

お
世
話
に
な
り
ま
す 

公
民
館
職
員
紹
介 
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
ク
ラ
ブ
生
募
集 

公
民
館
は
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の

趣
味
な
ど
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

公
民
館
の
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
登
録
す
る

と
、
定
期
的
に
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
使

用
料
の
減
免
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

既
存
の
団
体
で
も
、
登
録
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で

登
録
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（ 

TEL 

23-

１
１
８
１ 

） 

公
民
館
登
録
団
体
と
し
て 

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 

長
門
市
中
央
公
民
館
運
営
協
議
会
主
催
・
子
ど
も

ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
生
を
、
５
月
１５
日
（
月
）
～
５
月
１９

日
（金
）に
募
集
し
ま
す
。 

 

子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、
生
涯
を

通
じ
て
の
趣
味
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
月
第
１
土
曜
日
に
活
動
し
ま
す
。
今
年
は
６

つ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
予
定
で
す
。
小
学
生
が
主
な
対
象

で
す
が
、
中
学
生
や
大
人
が
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
後
日
公
民
館
で
配
付
予
定
の
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
濱
野
】
ご
来
館
い

た
だ
け
る
方
に
は
い

つ
も
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
笑
顔
で
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

田中     宇野       田村      宇田     濱野 

【
田
中
】
い
つ
で
も
気

軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー

ツ
行
事
へ
の
ご
参
加

も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
宇
田
】
子
ど
も
向

け

に
、
地

域

で

様
々
な
体
験
が
で

き
る
機
会
を
つ
く

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

【囲碁将棋クラブ】 

対象：小・中学生 

毎回練習対局をします。年２

回大会もあります。 

【からだを動かそう】 

対象：小学生 

卓球・バスケット・短杖道・

ニュースポーツを体験予定です。  

【ハーモニカクラブ】 

対象：小・中学生 

子どもがハーモニカを学べる

全国的にも希少な場です。 

【はじめての料理】 

対象：小学１～６年生 

様々な調理をします。対象が

6年生までになりました！ 

【華道クラブ】 

対象：小・中学生 

季節のお花を使って様々な

生け方に挑戦します。 

【百人一首クラブ】 

対象：小・中学生、大人 

永世クイーンと一緒に、百人

一首の作法や札を覚えます。 

公民館登録団体のメリット 

主な登録の条件 

■５名以上で構成された団体であること 

■メンバーの半数以上が市内在住・在勤・在学であり 

 さらに、その半数以上が市内在住者であること 

■団体の主な活動場所及び事務所(代表者の住所)が 

市内にあること 

※登録団体は公民館運営協議会の会員となりますので、 

公民館行事への参加、協力をお願いします 

もあります 

公民館の部屋で定期的(優先的)に活動できる 

部屋の使用料が８割減免になる 

公民館まつりなどでの発表や披露の場がある 

み
な
さ
ん
の 

ご
来
館
を 

お
待
ち
し
て 

い
ま
す
！ 

【
宇
野
】
館
長
と
し

て
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
人
が
集
い
や

す
い
公
民
館
を
目

指
し
ま
す
。 

【
田
村
】
再
任
用
２
年
目
で

す
。
今
年
の
目
標
▼
大
寧

寺
、
江
良
の
馬
頭
観
音
、
下

安
田
の
麻
羅
観
音
ゆ
か
り
の

大
内
家
を
山
口
市
さ
ん
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
へ
！ 



 


